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１学期チーム担任制アンケートから 
  

 酷暑の候 いつも本校教育活動にご理解ご協力ありがとうございます。２学期がスタートしまし

たがどうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、１学期末に６年生で実施しておりますチーム担任制についてアンケートを行いました。 

 

まず 

チーム担任制とは 

 ☆学級の担任を固定しないで、一定期間で担任を交代する学校運営の仕組み 

        （本校６年生は、およそ１カ月で担任を交代します） 

 

チーム担任がめざすもの 

本校は小学校６年間を通じて子どもたちを学習面、体力面、そして協力する力、協調する力など集

団の中で育まれる様々な力を育てるように努力しております。 

  

６年生で実施するチーム担任制もその一つで、６年間の集大成として、子どもたちが固定の担任

から脱却し、自分たちで協力して集団を形成できるか、また、助け合いや励ましあいができるかなど

６年担任団で見守りながら子どもたちを育んでいく仕組みです。本年度も授業以外の様々な学校場

面でそれぞれの先生が関わり、相談にのり、アドバイスや指導をし、子どもの力を信じて取り組みを

進めています。 

きっと、中学校に進学した際に自立的に周りに関わり、自分自身の世界を広げていける力になる

と信じています。 

 

チーム担任がもたらす副産物 

 チーム担任制では、同時に教科担任制（同じ先生が同じ教科を教えること）になります。どのクラ

スも同じ先生から学ぶので、授業の平等性が保たれます。また、得意な分野を先生が担当することに

なるので授業の質が向上することが期待できます。 

 また、話しやすい先生、質問しやすい先生、厳しく叱ってくれる先生、相談をしやすい先生、など

子どもが複数の先生と関り社会性を身につけることにつながります。 

 担任の先生が～してくれないなど、自分以外を要因にする気持ちをなくし、自分自身で自分の道

を切り開く気持ちや他者と協力してより良い集団を形成する資質を磨いていきます。 



児童のアンケート（７月実施）まとめ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどの項目で８０％以上の肯定的な回答でした。唯一「担任の先生がローテーションで代わ

ることに魅力を感じる」の項目が５０％ほどしか肯定的な回答を得られませんでした。子どもたち

がこれまでの５年間の中で、担任の先生との結びつきを心地よく感じ、固定した担任と築きあげて

いく学級に魅力を感じている子も多いという結果だと考えらえれます。このチーム担任制の狙いは、

担任頼りの学級集団から、自分たちで自立的な自治を行う学級集団を作りあげていく過程も子ども

たちにとって必要な学びと捉えた取り組みです。これまでの５年間の経験を活かし、卒業時に担任

から離れても自分たちの力で生き抜いていく自信と様々な力を身につけ、後々の進路を自らの足で

歩んでいけるように支援していきます。 

  

肯定的な回答が最も高かった Q２「どの教科の授業でも決まりを守って学習している」は、子ど

もたちが教科や先生たちに依存せず、自分たちで他者の事を思いながら学習のルールを守り学習で

きていることがわかります。 

次に肯定的な回答が高かった Q６、Q１０、Q１１、Q１３は、子どもたちから見て、複数の先生

の良さや、先生たちみんなで自分たちを見てくれていると感じているということがわかります。子

どもたちは話しやすい先生に話をし、見守られていると感じながら学校生活を送っていることがわ

かります。 

 

 Ｑ７の「学校生活で困ったことがあれば相談できる先生がいる」は、肯定的な意見が多い一方、全

くそう思わないと回答した児童が一定数いることから、相談することができず胸の中にしまったま

まの子どもがいることがわかります。6 年チームの先生でより深く子どもたちを見ていくことと気

持ちをキャッチできるスキルを磨いていく必要を感じました。 
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児童のアンケートと比較すると、「どちらとも言えない」という回答が非常に多い結果になりまし

た。これは、チーム担任についての学校の発信不足と全国的に新しい取り組みで周辺に実践例がな

く、制度自体が広く認知されていないことが原因だと思います。このアンケート結果も 6 年生の保

護者だけでなく、全校に公表します。学校側での発信を強化していきます。 

また、Ｑ５とＱ６の授業中の事項についての肯定的な意見が低いことについては、先生が教科ご

とに変わることへの戸惑いが感じられます。この児童期の子どもたちにとって質問のしやすさなど

は、先生と子どもとの距離感が大きなウエイトを占めます。また、質問のしやすさは授業の理解度に

も関わります。これは、2 学期以降で子どもたちが先生たちに慣れて、またこの教科担任の制度にも

慣れていくことで改善されるものと考えています。また、2 学期以降にアンケートを実施しますので

その結果を見ていきたいと思います。 

自由記述欄では、「複数の先生方が子どもに関わることによって様々な先生方の考え方に触れるこ

とができていいと思う」、「毎月、先生が変わることで子どもの気持ちが引き締まるのでよい」、「反抗

期になる年ごろなので、複数の先生が関わることで相談しやすい先生を見つけたりできるなど精神

的な負担も減っているように感じます」「4 人の先生に見てもらえていてこんなに心強いことはない」

など応援や励ましなど肯定的な意見がほとんどでした。私たちも気が付かないチーム担任制への良

さを知るいい機会になりました。一方「先生が変わるたびに小さなルールが変わるので子どもに戸

惑いがある」「１か月ではなく 2 か月ぐらいがいいのでは」という意見もありました。検討していき

たいと思います。 

多くの応援や励ましの言葉、そして、貴重なご意見ありがとうございました。 


